
1

ＪＥＡＳ－ＳＴＤ

０００１－０２

２０１３年３月２８日制定

電子商品監視装置の医療機器等への影響に関する基本確認と対応

＜基本確認＞

日本万引防止システム協会は万引防止システムの社会的に安心・安全な普及を事業目

的の一つとして設立されており、会員が販売するＥＡＳ機器は平成１６年（２００４年）

６月１８日に総務省総合通信基盤局から発表された「電波の医療機器等への影響に関す

る調査」（http://www.tele.soumu.go.jp/resource/j/ele/medical/15.htm）に基づく指針に

適合していることが確認されています。

その後、新規に入会する企業が取り扱う機種や、会員の新機種も同様にこの指針に適

合していることを確認しています。

＜総務省指針＞

(一社)日本不整脈デバイス工業会及び日本万引防止システム協会としては、総務省の

委託により（社）電波産業会が事務局を務めた「電波の医療機器等への影響に関する調

査研究」に参加し、ペースメーカ４８機種・植込み型除細動器１０機種 とＥＡＳ機器

４０機種総当たりテストを行いました。

その結果「電子商品監視装置（ＥＡＳ機器）の電波が植込み型医療機器へ及ぼす影響

を防止するための指針」として、次のことが示されました。

① 植込み型心臓ペースメーカ等装着者は、ＥＡＳ機器が設置されている場所及び「Ｅ

ＡＳステッカー」が貼付されている場所では、立ち止まらずに通路の中央をまっす

ぐに通過すること。

② 植込み型心臓ペースメーカ等装着者は、ＥＡＳ機器の周辺に留まらず、また、寄り

かかったりしないこと。

③ 植込み型心臓ペースメーカ等装着者は、体調に何らかの変化があると感じられる場

合は、担当医師に相談すること。

④ 本調査研究会は、植込み型心臓ペースメーカ等に対するＥＡＳ機器の干渉を軽減す

るため、今後、更なる安全性の検討を関係団体と行っていくことを推奨する。
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＜ＥＡＳステッカ及びＥＡＳ導入店表示ＰＯＰの貼付＞

ＥＡＳステッカ ＥＡＳ導入店表示ＰＯＰ

日本万引防止システム協会各社は 2002 年（平成 14 年）12 月より、加入各社共通の

「ペースメーカ等医療機器装着者に対し、ＥＡＳ機器の設置場所を明示するためのＥＡ

Ｓステッカ」を貼付しています。

更に、日本ペースメーカー友の会及び（一社）日本不整脈デバイス工業会の要請によ

り、ＥＡＳ機器の存在をより分かり易く示すための「ＥＡＳ導入店表示ＰＯＰ」を製作

し、ＥＡＳ機器の設置場所近辺に貼付いただくよう、2007 年（平成 19年）７月より実

施しています。

日本万引防止システム協会

設立：平成１４年（２００２年）日本ＥＡＳ機器協議会として発足、平成２３年に日本万引防止システム

協会と名称変更した。

設立趣旨：ＥＡＳ機器を製造・販売する企業の業界団体であり、流通業界の健全な経営、また青少年の非

行防止という産業的・社会的役割を果たすべく、行政機関、関連業界団体と連携をとり活動する。

所在地：東京都新宿区四谷１－２－８ 中村ビル 電話：０３－３３５５－２３２２

日本心臓ペースメーカー友の会

設立：昭和４５年（１９７０年）

設立趣旨：心臓ペースメーカーによって命を救われたことを認識し、「感謝」「報恩」「奉仕」の精神に基づ

いて会員の適切な健康管理、並びに健全快適な「ＱＯＬ」（生活の質」の確保を図り社会福祉の

向上に貢献する。

所在地：東京都世田谷区経堂１－１５－２０－２００ 電話：０３－３４２０－１２００

一般社団法人日本不整脈デバイス工業会

設立：昭和６１年（１９８６年）日本医療機器工業会ペースメーカ協議会として設立

平成２１年 一般社団法人日本不整脈デバイス工業会と名称変更

設立趣旨：人工心臓ペースメーカの普及に伴い、心臓ペースメーカ装着の皆様の健康と福祉の増進をはか

るとともに、業界の健全な発展を目的に設立された。

所在地：東京都文京区本郷２丁目３９番５号 電話：０３－５８４０－９８０５


